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論 文 内 容 の 要 旨
　事前に構築された（prefabricated）複数の単語から成る連鎖で、それ全体が一つのユニットとして記憶さ
れ、実際に使用するときには、長期記憶中のメンタルレキシコン（心的辞書：mental lexicon）から１つの
ユニットとして検索され活用されるフォーミュラ連鎖（formulaic sequence）は、第一言語（母語）のみな
らず、第二言語（外国語）においても、話し手にとって、言語処理における認知負荷を軽減させ、流暢な言
語理解および産出を促進させる機能があると考えられる。本論は、磯辺氏が、主に日本人大学生を対象に行っ
た、フォーミュラ連鎖および非フォーミュラ連鎖の処理に関する一連の実証研究の成果をまとめたものであ
る。次の５つの章から構成されている。
　第１章（Literature Review）では、従来からの生成文法の立場と対照させながら、本論文の背景となる
用法基盤理論（usage-based theory）について、認知言語学（cognitive linguistics）の観点を踏まえ検討し
ている。この用法基盤モデルでは、（1）幼児の言語獲得は、経験に基づいてのみ達成可能なボトムアップ
的性質を持つこと、（2）言語習得において出現頻度が決定的な役割を果たし、それにもとづき心的コーパス
（mental corpus）が形成されること、（3）数多くの言語使用からパターンを抽出するプロセスを経ること、（4）
動詞が中心となって発話が形成されること、などを主張していることが記述されている。そして、フォーミュ
ラ連鎖（formulaic sequences）について、「文法によってその都度分析・生成されるのではなく、事前構築
されて、全体が一つのユニットとして貯蔵・検索される、連続あるいは非連続の連鎖」という定義づけを行
い、さらにそれがどのような意義を言語処理において持っているか、さらにはフォーミュラ連鎖がいかにし
て知覚・産出されるのか、またどのようにして獲得されるかを、これまでの先行研究を踏まえ、概観している。
　第２章（Formulaic Sequences in Context-Independent Processing）は、３つの実験結果報告より成っている。
実験１は、フォーミュラ連鎖の心的実在を、文脈を持たない単独実験により明らかにしようとしたものであ
る。日本人大学生51名（上位群26人、下位群25人）に対し、パソコン画面に、（a）British National Corpus（BNC）
における単語連鎖としての出現頻度が高い50のフォーミュラ連鎖（FS）＜例：agree with, be divided into, 
sit down など＞、（b）FS 中のキーワード１語を別の語に入れ替えた文法的な単語連鎖50の非フォーミュラ
連鎖（NonFS）＜例：hurry with, be invited into, ﬂy down ＞、（c）語順を無作為に入れ替えた50の非文法
的な語連鎖（UnG）＜例：with begin, with have trouble, down knock など＞を視覚提示し、語順が適格で
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あるかどうかの判断（word order appropriateness judgment）を課した。
　主な結果は次の通りであった。
（1）語順の適格性判断における誤答の割合については、（c）非文法的連鎖では有意に高いものの、（a）フォー
ミュラ連鎖と（b）非フォーミュラ連鎖の間にはほとんど差がない。
（2）適格性判断を行うまでの反応潜時では、（a）フォーミュラ連鎖が最も判断が速く、次いで （b）非フォー
ミュラ連鎖、最も遅いのが（c）非文法的連鎖で、これら３つの素材間で有意な差が見られる。
　以上の結果は、日本人大学生にとって、判断を求めたフォーミュラ連鎖も非フォーミュラ連鎖もじっくり
と時間をとって考えればともに正しい語順をしているとわかるものの、フォーミュラ連鎖の場合は、さらに
素早く語順の適格性の判定ができることを示している。これは、フォーミュラ連鎖の処理においては、その
中の個々の単語をひとつひとつ処理した上で理解するのではなく、連鎖全体をひとつの実体として処理して
いる可能性を示唆するものである。
　実験２では、実験１に協力者として参加した日本人大学生51名に対し、実験１の（a）（b）（c）３種類の
語連鎖をパソコンモニター上に視覚提示して声に出して音読してもらうという課題を与えた。次のような結
果が得られた。
（1）音読開始までの潜時の分析では、（a）フォーミュラ連鎖は、（b）非連鎖および（c）非文法的連鎖より
もこの時間が短い。
（2）音読スピードの分析では、(a) ＜ (b) ＜ (c) の順に有意に遅くなり、これら3つの間で有意差が見られる。
（3）音読時の誤りについては、フロアー効果により、有意な差が見られない。
　以上の結果は実験１の語順の適格性判断の結果をほぼそのまま支持するものであると言える。
　続く実験３では、さらに語連鎖の親密度（familiarity）の評定を課す実験が実施された。実験協力者は、
実験１、２に参加した同じ日本人大学生51名で、やはり実験１の（a）（b）（c）３種類の語連鎖に関して６
段階スケールの親密度評定課題を与えた。主要な結果は次の通りであった。
（1）（a）フォーミュラ連鎖が最も評定値が高く、次いで（b）非フォーミュラ連鎖で、最も低いのが（c）非
文法的連鎖であり、これら３つの素材間で有意差がある。
（2）親密度評定値は、実験１で得られた語順適格性判断における反応時間と、 高くはないが有意な相関がある。
　以上の通り、本章の結果は、日本人英語学習者にとっても、単独で何ら文脈のない状況で処理した場合、
フォーミュラ連鎖は非フォーミュラ連鎖とは異なり、全体を一つのユニットとして心的処理が行われること
を示唆するものである。
　第３章（Formulaic Sequences in Context-dependent Processing）は、これまでのような単独での提示で
はなく、研究対象とする単語連鎖を含む文を提示した２つの実験（実験４および５）から構成されている。
　実験４では、58人の大学生（上位群20人、下位群22人を含む）に対し、英文を自己制御読み（self-paced 
reading）する課題が与えられた。実験に使用された素材は、実験１で使用したフォーミュラ連鎖、非
フォーミュラ連鎖を含む文（フォーミュラ連鎖：In / general /, access / to / clean / drinking / water / is 
regarded as / a / basic / human / right. など、非フォーミュラ連鎖：In / general /, access / to / clean / 
drinking / water / is demanded as / a / basic / human / right. など）で、これらの文は、パソコン画面上に、
フォーミュラ連鎖や非連鎖はチャンク単位で、その他は単語単位で、提示された（/は提示単位の切れ目を
示す）。
　以下の結果が得られた。
（1）上位群下位群ともに、フォーミュラ連鎖の読みは、非フォーミュラ連鎖の読みよりも読みの時間が有意
に短い。
（2）上位群においては、対象とする単語連鎖の２語後（上例では basic）において、フォーミュラ連鎖の方
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が非フォーミュラ連鎖よりも有意に読みの時間が短い。これに対し、下位群では、対象とする単語連鎖の３
語後（上例では human）において、フォーミュラ連鎖の方が非フォーミュラ連鎖よりも有意に読みの時間
が短い。
　以上の結果は、フォーミュラ連鎖の方が非フォーミュラ連鎖よりも、文単位での読みにおいても素早く処
理されることを示すと同時に、フォーミュラ連鎖が後に続く文の読みにおいて所定の効果を発揮するが、効
果が出るタイミングが上位群と下位群で異なっていることを示唆するものである。
　実験５では、実験４に参加した協力者のうち、48人の大学院生（上位群17人、下位群21人を含む）に対し、
実験４実施の１週間後に、実験４と同じ素材（フォーミュラ連鎖および非フォーミュラ連鎖を含む文）を用
いた音読課題が与えられた。なお本実験では、パソコン画面には、文全体が一度に提示された。
主な結果は次の通りであった。
（1）音読時のエラーの割合の分析では、上位群では、フォーミュラ連鎖を含む文と非フォーミュラ連鎖を含
む文の間には有意差は見られないものの、下位群では、フォーミュラ連鎖の方が非連鎖よりも、音読エラー
率が低い。
（2）音読スピードの分析によると、上位群下位群ともに、フォーミュラ連鎖を含む文の方が非連鎖を含む文
よりも速く音読した。
（3）音読時のポーズ量の分析によると、上位群では有意差がなかったものの、下位群ではフォーミュラ連鎖
を含む文の方が非連鎖を含む文よりもポ－ズ量が少ない。
（4）音読時のポーズの生起数の分析では、上位群下位群ともに、フォーミュラ連鎖を含む文の方が非連鎖を
含む文よりも数が少ない。
　以上、文レベルの実験の結果は、フォーミュラ連鎖が、それ全体として１つの処理ユニットとして機能す
ることを再度示唆するものである。
　次に第４章（Eﬀects of Exposure Frequency on Productive and Receptive Knowledge of Multi-word 
Expressions）では、フォーミュラ連鎖を対象にした学習実験（実験６）が報告されている。実験６では、
42人の大学生（上位群21人、下位群21人）に対し、1. it is possible to, 2. are in a hurry, 3. save the price of, 4. 
change trains, 5. add up, 6. allow you to, 7. is valid for, 8. is available for, 9. make sure, 10. check out という
計10個のフォーミュラ連鎖を選び、①事前テスト、②学習セッション、③直後事後テスト、④遅延事後テス
トという枠組みの学習効果を査定する実験が行われた。上記①③④のテストセッションでは、入れるべき後
の最初の１文字を示したクローズテストと、多肢選択型のクローズテストが採用された。そして、②の学習
セッションでは、(a) 顕在的な指導法（フォーミュラ連鎖を英語文章中から見つけ出すタスク、およびイン
ターネット上の辞書を使って上記１～ 10のフォーミュラ連鎖を含む例文の検察タスク）と、英文のシャドー
イングによる潜在的指導法（シャドーイング３回実施と６回実施の２条件あり）を与えた。
　主要な結果は次の通りであった。
（1）顕在的な学習とシャドーイングによる潜在学習を組み合わせることで、フォーミュラ連鎖の学習効果が
みられるが、このとき完成型のクローズテストより多肢選択型のクローズテストにおいて、遅延事後テスト
でも、学習項目が記憶として定着している。
（2）完成型クローズテストでは、３回繰り返し行ったシャドーイングよりも、６回の繰り返しシャドーイン
グの効果がより顕著である傾向がある。しかし、多肢選択型のクローズテストでは、シャドーイング回数に
よる差は見られない。
　最終の第５章（Summary and Discussion）では、６つの実験の成果をまとめ、その上で、日本人英語学
習者にとって、フォーミュラ連鎖の「全体保持仮説」、すなわち全体としてメンタルレキシコン内に保存・
検索されるものであり、第二言語としての英語の学習において、ターゲット言語の処理プロセスにおける認
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知負荷を軽減させて、流暢性を獲得するための必須学習項目であることを示唆している。そして、その習得
には、顕在的な学習だけでなく、シャドーイングなどによる潜在的学習が有効ではないかと述べて、本論文
を締めくくっている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　磯辺氏の博士論文は、事前に構築された（prefabricated）、複数の単語から成るフォーミュラ連鎖が、第
二言語として英語を学ぶ日本人英語学習者の場合にも、それ全体として長期記憶中のメンタルレキシコン内
に保持され、また実際の言語処理に際しても、それ全体を一つのチャンクとして検索され活用される「全体
保持仮説」について、各種実験データをもとに検討したパイオニア的色彩の強いものである。しかしながら、
多くの論文がそうであるように、磯辺氏の論文も極めてすぐれた点を持つと同時に、さらに検討が必要な課
題（問題点）を持っている。以下、まずは課題を列挙する。
（1）第１章では、背景となる用法基盤モデルにもとづいて、幼児の言語獲得では、経験論の立場から出現頻
度が決定的な役割を果たしていると述べ、この頻度情報をもとした心的コーパスから、「パターン抽出」過
程について言及し、ゲシュタルト的な視知覚過程との類似性について指摘している。しかしながら、ゲシュ
タルト心理学における群化（grouping）の例と言語パターンの抽出を同一の土俵で比較対照することが可能
かどうかははなはだ疑わしい。もし両者を比較しうるというのであれば、さらに突っ込んで、両者の認知プ
ロセスの類似性を検証した実証的な研究成果を引用して議論する必要があろう。
（2）単独提示の方法でフォーミュラ連鎖の全体保持仮説を検証した実験１に対して、実験２・３は、実は同
一の実験協力者を対象に同一の実験素材を用いて、１週間後に実施したものである。ひとつには、１週間と
いう間隔が、既に処理した単語連鎖を忘却させるのに十分な期間であったかどうかという問題がある。もう
ひとつは、確かに与えたタスクは語順適格性判断、音読、親密度評定と異なるものの、このように同一協力
者に同一素材を使って行われた実験を、すべて別個の実験として扱うことが妥当かどうかという点である。
（3）第３章において報告されている実験４の文単位での、自己制御読み実験において、非フォーミュラ連鎖
と比較してフォーミュラ連鎖の処理時間が有意に短いことは、既に第２章において報告されている３つの
実験結果からしても当然予測できる結果である。しかし、その後に続く単語の処理では、上位群と下位群で
フォーミュラ連鎖を処理した効果が異なった形で出現している。この結果自体は、フォーミュラ連鎖が第二
言語における文処理にどう影響するかを考える上で、極めて面白いデータである。しかしながら、この上下
群間の結果の違いの原因が十分に追求されていない。ワーキングメモリ容量と、フォーミュラ連鎖処理時の
認知負荷という観点からさらに突っ込んだ検討が望まれる。
（4）実験５では、実験４と同じ素材を用いた文レベルの音読実験が実施され、音読エラーの割合が、下位群
においてのみ、フォーミュラ連鎖を含む文と非フォーミュラ連鎖を含む文の間に有意差がみられた。これに
対し、音読速度では、上位群・下位群ともに、フォーミュラ連鎖を含む文の方が非連鎖よりも速く音読され
た。音読エラー率において、下位群にのみフォーミュラ連鎖の効果が現れている原因について十分な考察が
なされていない。この点は上位群では、すでに音読の正確性（accuracy）が既に達成されているために、ま
だその正確さが達成されていない下位群のみがフォーミュラ連鎖の恩恵にあずかったことの反映であると推
測できる。また音読速度では、エラー率のように天井効果が存在しないために、十分な伸びしろがあり、そ
の分上位群も下位群と同様に、フォーミュラ連鎖の効果を享受できたのではないかと仮定できる。こういっ
た考察が望まれるところである。
（5）また実験５における音読時のポーズの量と数の分析の結果、ポーズ量では下位群でフォーミュラ連鎖を
含む文の方が、非連鎖を含む文よりも少ないものの、ポーズ数では、上位群下位群ともに、フォーミュラ
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連鎖を含む文の方が非連鎖を含む文よりも数が少ないというように異なる結果が得られているが、この原因
に対する考察が十分になされているとは言えない。ポーズ数とポーズ量にはどういった関係があるのか、す
なわちどういった長さのポーズがどの程度の数であったのかという具合に両者の関係を追求する必要がある。
この点も今後の研究に期待したい。
　以上のような問題点や課題を持つものの、実は磯辺氏の論文は、次の点で極めて高く評価できるものである。
（1）先行研究を概観した第１章を読めばよく分かるように、本論は、認知言語学を背景にした、用法基盤モ
デルを基本的枠組みとしつつ、言語を「ルールに支配された」ものと捉えずに、頻度情報をもとに心的コー
パスを構築し、その上に成立した「手続き記憶」だという考え方を根底に持つ。このような理論を背景に、
学際的な観点から書かれた論文であるが、従来の英語教育研究の枠を出て、その背後にある人の認知過程や
言語処理を明らかにしようとする姿勢は、高く評価できるアプローチである。
（2）さらに、SuperLab Pro という心理実験ソフトなどを用いた堅実なデータ収集を、フォーミュラ連鎖の
単独処理および文内での処理の両方で実施し、周到な統計検定を活用してデータを分析し、それにもとづい
て結論づけを行うという、実証研究の手法を適切に踏襲した研究である。この点も十分に評価できる研究で
ある。
（3）特に第２章の、単独のフォーミュラ連鎖・非連鎖の語順適格性の判断を課した実験２では、明確にこの
ような連鎖の有効性を明らかにしており、その後の音読実験、親密度評定実験の結果と相俟って、日本人英
語学習者がフォーミュラ連鎖を「全体的に保持している」ことを示唆するものである。説得力のある貴重な
データを提供しえたものであると言えよう。
（4）さらに上記のような単独のフォーミュラ連鎖処理実験で終わらず、それが文レベルの処理でどのような
効果を持つかを明らかにした点も大いに意味がある。フォーミュラ連鎖や非連鎖を含む視覚提示文の自己制
御読み実験や音読実験では、フォーミュラ連鎖を処理することが非連鎖の処理よりも、認知負荷が低い状態
で処理できるだけでなく、その後に続く単語の処理においても効果が発揮されることを示唆した点は、画期
的な成果であると言えよう。特にフォーミュラ連鎖のこの効果が下位群で顕著にみられることは非常に興味
深い。
（5）また、本論における第４章での学習実験の成果は、意識的、顕在的な学習法のみならず、シャドーイン
グなどによる潜在的な学習法が効果的であることを予測させてくれる。とりわけ、多肢選択型のクローズテ
ストより完成型のクローズテストにおいて、３回のシャドーイングと６回のシャドーイングの違いがより鮮
明に出ている傾向がある。シャドーイングの繰り返しという一種の直接プライミング（＝反復プライミング）
の効果が、完成型のクローズテストという、さらに能動的なテストで発揮されることは極めて興味深い。今
後さらなる追実験で検証する必要性のある学習実験であると言えよう。
（6）本研究の成果は、以上に留まらず、日本での英語教育が今後どのような方向に進むべきか、その先を
暗示していることにも注目したい。Canale and Swain などが提案しているコミュニケーション能力は、（1）
文法能力（grammatical competence）、（2） 社会言語能力（sociolinguistic competence）、（3）談話能力（discourse 
competence）、（4）方略的能力（strategic competence）などから成り立つ。これまで我が国の英語教育では、
語彙・文法などの言語知識にもとづいて、これまで聞いたことのない新たな文でも正しく理解し、これまで
発したことのない新たな文でも間違いなく産出できるという、（1）の文法能力の育成をその中心に捉えてき
た。これでは、コミュニケーションに支障をきたさないように、一定の時間内（通例１秒以内）に反応する
べく、自動的かつ流暢に処理を行う「心理言語学能力（psycholinguistic competence）」などは育成されない。
フォーミュラ連鎖の習得、特にその潜在的学習の導入は、このような心理言語学能力の育成、すなわち流暢
な言語運用を可能にしてくれるものである。本論は、この意味で、今後の日本の英語教育の進むべき方向を
実質的に左右する重要な成果であると評価できるものである。
－6－
　以上、本委員会は、本学位論文の内容を慎重に審査し、2014年７月２日に実施された公開の口頭試問によ
る最終試験の結果を踏まえ、磯辺ゆかり氏が博士（言語コミュニケーション文化）の学位を授与されるにふ
さわしいとの結論を得たのでここに報告する。
